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全く関心が
ない 5% 

あまり関心が
ない 15% 
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検討する必要なし7% 
多数意見に従う 6% 

rrrmmi合  1#J町民意識調査まとまる ~ 

●調査期間 平成13年 4 月12日から 5 月31日まで 

●調査方法 町内回覧で配布し郵送回収 

●調査対象 基本的に一世帯一通で、3,850人 

●回答率 23.7% (911人／3,850人） 

性 男598人、女313人 

年 	齢 
30歳未満21人、30代66人、40代189人、50代 
220人、60代215人、70歳以上197人 

就業地

通学地 

町内528人、五所川原市49人、青森市15人、弘
前市3人、北郡内97人、その他県内21人、就
学・勤務していない184人 

居住地区 
金木484人、川倉・藤枝57人、蒔田・神原25人、 
嘉瀬・中柏木179人、喜良市155人、大東ケ丘 4 人 

今
、
市
町
村
は
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
、
生
活
圏
の
広
域
化
、
地
方
分
権
の

進
展
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
行
財
政

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

き
て
お
り
、
こ
の
解
決
法
の
有
力
な
ー
 

つ
と
し
て
市
町
村
合
併
が
あ
り
ま
す
。
 

市
町
村
合
併
は
、
地
域
の
将
来
や
住

民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
か
ら
、
市
町
村
や
地
域
住
民
が
自
主

的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
基
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
調
査
結
果
を
議
論
の
手
が
か

り
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
の
意
思
を
反
映
し
ま
し
ょ
う
。
 

◆関心の高い事項（上位抜粋） 

①市町村合併の対象市町村がどこか 21% 
②合併に伴う行政サービスの変化 16% 
③合併後の税金など 	 14% 

合併後の役所の位置など 	 14% 
※その他の意見 
‘合併後のメリットについて知りたい 

・すぐ行うこと 
・合併後の市町村の発展のウェートが平均して行われるか。 

◆関心のない理由（上位抜粋） 

①現在の生活を重要視している 	20% 
②期待をしていない 	 19% 
③内容がわからない 	 16% 

合併イメージがわかない 	 16% 
※その他の意見 

・町の行政の充実が急務ではないか。（介護） 

・必要性が感じられない 

・広域合併は行政サービスに問題がある。 
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◆推進する必要性（上位抜粋） 

①地域の産業や経済活動の活性化 25% 25% 
②医療・福祉サービスの向上 19% 19% 
③行政組織、機構の簡素化 16 16 % % 
④ゆとりある財政の構築 15% 15% 
※その他の意見 

・人口増による地方交付金の増加 

‘行政組織の専門化 

・行政サービスの向上、税金の効率使用 

◆必要性のない理由（上位抜粋） 

①役場など公共施設が遠くなり不便になる 24 % 
②住民の意見が反映されにくくなる 21 % 
③地域の個性や特色などまちづくりの特徴が失われる 16 % 
④地域による格差の発生、または格差拡大が生じる 12 % 
※その他の意見 

・独特な伝統ある文化がこわれていく。 

・太宰の町金木町が泣きます。 
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広報かなぎ（2) 
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／②青森県市町村合併研究会の× 
公表範囲 11町村 
〔①十五所川原・鶴田・木造・

森田・稲垣・柏・車力〕 

23% 

、 
①津軽北部広域事務組合の

構成範囲 4町村 
〔金木・中里・市浦・小泊〕 

67% 

／③つがる西北五広域連合の× 
構成範囲 14町村 
〔②＋鯵ケ沢・深浦・岩崎〕 

	ノ 

4% 
	ノ 

④その他のパターン 
⑥金木・中里・市浦・小泊 

稲垣・車力 
⑨五所川原・金木 
⑨金木・中里 
⑥青森市・金木 他 

6% 
一、 

合併について町への要望 

0% 
	

50% 
	

100% 

ロ特にない 

■合併に関する助言や各種の情報提供 

口住民の意向の十分な把握 

圏近隣市町村との緊密な意志疎通 

囲県、国に対する積極的な働きかけ 

麟市町村間による合併協議会等の設置 

■合併推進に取り組む民間団体等に対する支援 

合併の 般的なメリツト・デメリツト 

メ
リ
ッ

ト
  

1 公共施設などが市町村の境界を越えて利用できるなど、住民の利便性が向上する。 

っ
〕
 
 

効率的な行財政運営が可能となり、住民サービス部門の強化や行政の高度化専門化が図られ、住民
サービスが向上する。 

n
、レ
 

都市基盤施設、生活基盤施設などが、一層総合的かっ計画的に実施でき、地域の一体的な整備が可
能となる。 

d
a
'
 
 

広域的な視点から効率的重点的な投資が可能となり、これまで実現できなかった公共施設などの整
備が可能となる。 

にJ
  

合併による規模拡大、知名度向上、地域イメージ変化などを通じて都市格が向上し、地域間競争に
強いまちとなる。 

デ
メ
リ
ッ
ト
  

1 行政区域の拡大、議員数減少により、行政と住民との距離が拡がる可能性がある。 

9 役所が遠くなり、行政サービスが低下する。 

3 合併しても中心部だけ良くなり、周辺部が取り残される。 

4 慣れ親しんだ地名（町名）がなくなる。 

(3）広報かなぎ 
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意難毎盤 

▲スタート直後の軽快な走り 

雨が降りしきる 5 月26日、町運動公園管理

事務所前を発着点とした大会は、小学校低学

年が公園内を 1 周するコース、小学校高学年

から一般までは運動公園から沿道に繰り出し

折り返してくるコースで競われました。 

選手たちは、ずぶ濡れになりながらゴール

を目指して力走、見守る家族たちから声援と

拍手が送られていました。 

▼足がぬけないよ～ ▼素早い植込み 

上
位
入

賞

者
 

◆
小
学
校
低
学
年
男
子
 
一
姉

一
位
木
下
 
誉
也

（
嘉
瀬小
）
 

一
一位
土
岐
 

裕
真
（
嘉
瀬小
）
 

三
位
藤
本
 
尚

之
（
喜
良市
小
）
 

◆
小
学
校
低
学
年
女
子
 

一
姉

一
位
古

川
亜
沙
美
（
喜
良市
小
）
 

一
一位
鳴
海
 

千
穂
（川
倉
小
）
 

三
位
山
田
 

千
明
（
金木
小
）
 

◆
小
学
校
高
学
年
男
子
一
・
五
姉

一
位
工
藤
 
淳
（

川
倉
小
）
 

一
一位
伊

藤
 
潤
哉
（喜
良
市
小
）
 

三
位

福
士
 
大
志
（
金木
小
）
 

◆
小
学
校
高
学
年
女
子
一
・
五
姉

一
位
川
嶋
 
理
奈
（
金木
小
）
 

一
一位
今
 

あ
ゆ
み
（
嘉
瀬小
）
 

三
位
今
 

あ
つ
み
（
嘉
瀬小
）
 

◆
中
学
校
男
子
 
三

・
五
姉

一
位
岡
田
 

大
輔
（
金木
南
中
）
 

一
一位
斎
藤
 
雅
人

（
金木
南
中
）
 

三
位

斎
藤
 
彬
宏
（
金木
南
中
）
 

◆
中

・
高
校
女
子
 
一

一
一
師

一
位
泉
谷
由

李
香
（
金木
中
）
 

一
一位

川
嶋
 
麻
耶
（
金木
中
）
 

一
一
圧
吉
田
 
奈緒
（
金木
中
）
 

◆
一
般
男
子
 
五
姉

一
位
棟
方
 
美
暢
（
陸上
自
衛
隊）
 

二
位
山
中
 

崇
（
陸上
自
衛
隊
）
 

◆

一
般
男
子
四
十
歳
以
上
 

一一
一
・
五
姉

一
位

神
島
 
敬
一
（
嘉
 
瀬
）
 

一位
小
山

内
道
也
（嘉
 
瀬
）
 

二
位
工

藤
 
勇
蔵
（
金
 木
）
 

◆

一
般
女子
 

一
一
姉

一
位
白

川
 
詔
子
（
金
 木
）
 

一位
今
 

敏
子
（
喜
良市
）
 

位
鎌
田

栄
美
子
（喜
良
市
）
 

喜
良
市
小
学
校
 

五
月
二
十
一
日
、
喜
良
市
小
学

校
（
校
長
廿
小
田
川
修
三
）
で
全

校
児
童
八
十
六
人
が
米
作
り
の
過

程
を
学
び
農
作
業
を
理
解
す
る
た

め
の
、
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
 

植
え
方
の
説
明
を
受
け
た
児
童

た
ち
は
、
半
袖
と
短
パ
ン
姿
に
素

足
で
学
年
ご
と
に
分
か
れ
、
最
初

は
泥
か
ら
足
が
抜
け
ず
に
苦
戦
し

て
い
ま
し
た
が
、
地
区
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
一
株
一
株
、
苗
を
丁
寧

に
植
え
て
い
ま
し
た
。
 

嘉
瀬
小
学
校
（
校
長
n
封
馬
橿
）
 

の
五
年
生
三
十
人
が
五
月
二
十
一
一

日
、
嘉
瀬
駒
留
地
内
の
水
田
に
も

ち
米
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
稲
の
生
育
観
察
日
誌

を
児
童
た
ち
が
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
稲
作
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

児
童
た
ち
は
、
植
え
方
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
素
足
の
ま

ま
左
右
に
別
れ
て
田
植
え
を
始
め

ま
し
た
。
最
初
は
足
を
取
ら
れ
た

り
し
て
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
 

嘉
瀬

小
学
校
 

植
え
終
わ
っ
た
低
学
年
の
児
童

は
、
泥
を
洗

い
落
と
し
な
が
ら
 

「お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
一
言
。
 

今
後
は
稲
刈
り
ま
で
、
稲
の
生

長
を
記
録
、
観
察
し
て
い
き
ま
す
。
 

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

田
植
え
を
終
え
た
児
童
た
ち
は
、
 

今
年
の
収
穫
祈
願
を
兼
ね
、
昨
年

収
穫
さ
れ
た
も
ち
米
で
作
っ
た
赤

飯
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
 

       

雨にも負けず223人力走 

       

         

圏 181回 

町民健康マラソン大会 

▲家族の声援を受けて一斉にスタート 

田
植
え

体
験
 

広報かなぎ（4) 



いきがいのある健康な街づくりのために 

☆居宅介護支援事業 ☆介護保険の施設サービス

☆保険料基準額の設定 ☆介護保険の居宅サービス

☆生活管理指導事業 ☆介護保険市町村対象サービス

☆保険福祉事業（介護保険給付対象事業） 

☆生きがい活動支援通所事業 

◆介護保険事業計画・老人保健福祉計画 

介護保険制度が平成12年 4 月1日からスター 

トしましたが、より充実したサービスを町民に

提供できるよう制度開始に伴い介護保険事業計

画・老人健康福祉計画を策定しました。 

この計画は、高齢者介護及び自立支援に関す

る施策の基本的方向及び目標を明らかにする性

格をもっており、町では、今後この計画を軸にい
っそう住みよい街づくりに取組んででいきます。 

安心して生活することをめざして 

◆金木町障害者計画 

障害者計画は、住み慣れた地域で普通の生活

ができる「ノーマライゼーション」と、社会参加

を困難にしているすべての障害を除去する「バ

リアフリー」の 2つの基本理念に基づき、すべて

の町民が安心して自立生活ができるようにあら

ゆる面でのサービス、環境づくりを目的として

策定されもので、今後一層、明るいまちづくりに

取り組みます。 

☆福祉のこころづくり ☆福祉サービスの充実 

☆教育の充実 	☆生きがいの創造 

☆保険・医療の充実 ☆やさしいまちづくり 

☆ひとづくり 

老
齢
基
礎
年
金
の
 

繰
上
請
求
は
慎
重
に
 

国
民

年
金
情
報
 

 

今
や
日
本
は
、
世
界
有
数
の
長
寿
国
で
す
。
人
生
八

十
年
時
代
と
い
わ
れ
、
老
後
の
生
活
も
非
常
に
長
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
分
、
公
的
年
金
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

老
齢
基
礎
年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
の
受
給
が
原
則
で

す
が
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
方
で
も
、
希
望
す
れ

ば
繰
り
上
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
て
受
給
し
た

場
合
、
年
金
を
早
く
も
ら
え
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
で

す
が
、
反
面
、
六
十
五
歳
か
ら
受
給
す
る
と
き
に
比
べ

て
、
不
利
な
点
も
あ
り
ま
す
。
 

ま
ず
、
年
金
が
減
額
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
減

額
さ
れ
る
割
合
は
、
請
求
し
た
と
き
の
年
齢
や
生
年
月

日
等
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
昭
和
十
六
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
が
六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ
て
受
給

す
る
場
合
は
、
六
十
五
歳
か
ら
受
給
す
る
場
合
の
三
十

パ
ー
セ
ン
ト
が
減
額
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
減
額
率

は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

次
に
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
期
間
の
あ
る
人

の
場
合
に
は
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

（定
額
部

分
に
限
る
）
が
六
十
五
歳
ま
で
支
給
停
止
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
 

そ
の
他
、
万

一
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎

年
金
や
、
万
一
夫
が
死
亡
し
た
場
合
の
寡
婦
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

「年
金
を
早
く
も
ら
い
た
い
」
と思
わ
れ
て
い
る
方
は
、
 

こ
れ
ら
の
こ
と
も
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
役
場
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。
 

(5）広報かなぎ 

▲記念の花束を手にご主人と 

平
成
十
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
 

で
、
六
月
十
一
日
に
有
料
入
館

者
が
三
十
万
人
を
突
破
し
館
内

で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

記
念
す
べ
き
入
館
者
と
な
っ

た
の
は
千
葉
県
君
津
市
の
栄
井

数
江
さ
ん
。
栄
井
さ
ん
は
ご
主

人
と

一
緒
に
観
光
ッ
ア
ー
で
訪

れ
、
入
館
後

r三
十
万
人
目
の

入
館
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
 

と
声
を
か
け
ら
れ
、
は
じ
め
は

驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、
鳴
海

町
長
か
ら
記
念
品
を
贈
ら
れ
る

と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

良
い
思
い
出
に
残
る
旅
と
な
り

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

有料入館者30万メき突破 


